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ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
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５
・
０
の

実
現
に
向
け
た
改
革
―
」
で
は
、「
攻

め
の
農
林
水
産
業
の
展
開
」
と
し
て
、

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
進
捗
状
況
と
新
た
に
講
ず
べ

き
具
体
的
施
策
を
示
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
次
の
部
分
が
農
業
の
企
業
化
等

に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

●
Ｋ
Ｐ
Ｉ

・
今
後
10
年
間
（
23
年
ま
で
）
で
全
農

地
面
積
の
８
割
が
担
い
手
に
よ
っ
て
利

用
さ
れ
る
（
13
年
度
末
：
48
・
７
％
）

・
今
後
10
年
間
（
23
年
ま
で
）
で
法
人

経
営
体
数
を
10
年
比
約
４
倍
の
５
万
法

人
と
す
る
（
10
年
：
１
万
２
５
１
１
法

人
）

・
六
次
産
業
化
の
市
場
規
模
を
20
年
度

に
10
兆
円
と
す
る
（
15
年
度
：
５
・
５

兆
円
）

●
具
体
的
施
策

・
生
産
現
場
の
強
化
（
①
農
地
中
間
管

理
機
構
の
機
能
強
化
等
、
③
経
営
体
の

育
成
・
確
保
の
た
め
の
環
境
整
備
、
④

外
部
か
ら
の
人
材
・
知
見
の
取
込
み
）

・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
付
加
価

値
の
向
上
（
①
多
様
な
デ
ー
タ
に
基
づ

く
農
業
へ
の
転
換
、
②
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
の
高
度
化
、
③
６
次
産
業
化
の
推

進
、
④
規
格
・
認
証
、
知
的
財
産
の
戦

略
的
推
進
）

企
業
化
等
を
通
じ
て

農
業
の
組
織
化
を
促
進

●
拡
大
傾
向
に
あ
る
担
い
手
の
利
用
面

積
シ
ェ
ア

　

農
業
の
企
業
化
等
が
進
展
す
る
に

は
、
利
用
し
や
す
い
農
地
の
拡
大
が
鍵

に
な
る
と
考
え
る
。
組
織
的
か
つ
営
利

目
的
で
経
営
す
る
際
、
あ
る
程
度
の
規

模
が
あ
っ
た
ほ
う
が
展
開
の
幅
が
広
が

る
か
ら
だ
。
だ
が
、
戦
後
の
わ
が
国
の

農
業
は
、
小
規
模
家
族
経
営
の
農
業
が

中
心
で
あ
っ
た
、
さ
ら
に
同
一
所
有
者

の
農
地
が
分
散
し
て
所
在
し
て
い
る
地

域
が
あ
る
―
―
な
ど
の
事
情
か
ら
、
ま

と
ま
っ
た
大
規
模
な
農
地
を
確
保
し
づ

ら
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

現
在
は
13
年
成
立
の
「
農
地
中
間
管
理

事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
全
都
道
府
県
に
一
つ
ず
つ
、
第
三

セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
農
地
中
間
管
理
機

構
（
農
地
集
積
バ
ン
ク
）
が
指
定
さ
れ

て
い
る
。
農
地
集
積
バ
ン
ク
は
、
地
域

内
に
分
散
し
た
農
地
を
集
約
し
て
ま
と

ま
り
の
あ
る
形
と
し
た
う
え
で
、「
担

い
手
」
に
転
貸
す
る
機
能
を
持
つ
。
こ

こ
で
い
う
「
担
い
手
」
は
、
地
域
の
中

心
と
な
る
経
営
体
を
指
す
。
法
人
経

営
、
大
規
模
家
族
経
営
、
集
落
営
農
、

企
業
な
ど
が
当
面
の
担
い
手
の
主
力
と

な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

農
地
集
積
バ
ン
ク
は
、
農
地
集
約
の

実
効
性
向
上
を
図
っ
た
の
が
特
徴
だ
。

従
来
か
ら
農
地
集
約
等
の
必
要
性
は
認

識
さ
れ
て
お
り
、
農
地
保
有
合
理
化
法

人
が
農
地
の
集
積
・
集
約
事
業
を
担
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
①
農
地
の
取
引
は

売
買
が
中
心
、
②
個
々
の
相
対
協
議
が

前
提
、
③
財
政
支
援
が
不
十
分
―
―
な

ど
の
要
因
に
よ
り
実
績
は
低
調
だ
っ

た
。

　

一
方
、
農
地
集
積
バ
ン
ク
は
①
リ
ー

ス
方
式
中
心
、
②
地
域
関
係
者
の
話
し

合
い
に
よ
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の

作
成
・
見
直
し
と
セ
ッ
ト
、
③
財
政
支

援
を
充
実
―
―
な
ど
に
よ
り
農
地
集
約

等
の
実
効
性
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

農
地
集
積
バ
ン
ク
が
創
設
さ
れ
て
以

降
、
担
い
手
の
利
用
面
積
の
シ
ェ
ア
は

拡
大
し
て
い
る
（
図
表
１
）。
担
い
手

が
国
の
農
業
は
産
業
と
し
て
長

ら
く
停
滞
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
１
９
９
９
年
の
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
制
定
の
頃
か
ら
農
業

政
策
の
方
向
性
に
転
換
の
兆
し
が
表
れ

た
。
特
に
第
二
次
安
倍
政
権
以
降
は
、

農
業
を
成
長
産
業
と
す
る
べ
く
様
々
な

改
革
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

「
攻
め
の
農
業
」掲
げ
る

政
府
の
成
長
戦
略

　

こ
う
し
た
動
き
は
、
農
業
協
同
組
合

（
Ｊ
Ａ
）
と
そ
の
金
融
部
門
の
在
り
方

と
も
関
係
が
深
い
。
先
般
も
金
融
部
門

の
再
編
可
能
性
が
報
じ
ら
れ
る
な
ど
、

改
革
は
今
も
進
行
中
だ
。
そ
こ
で
本
連

載
で
は
、
第
二
次
安
倍
政
権
以
降
の
動

き
を
振
り
返
り
、
農
業
お
よ
び
農
業
金

融
の
今
後
の
方
向
性
の
描
写
を
試
み

る
。
第
1
回
で
は
近
年
の
法
改
正
に
関

連
し
た
足
元
の
動
き
を
整
理
す
る
。

●

　

第
二
次
安
倍
政
権
は
、「
攻
め
の
農

林
水
産
業
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
掲
げ
て
農
業
分
野
の
成
長
戦
略
を

推
進
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
農
業
経

営
の
大
規
模
化
・
組
織
化
・
企
業
化
の

促
進
が
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
の
実

現
可
能
性
を
高
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
連
載
で
は
、
こ
う
し
た
農
業
が
組
織

化
さ
れ
て
営
利
的
に
営
ま
れ
る
こ
と
を

「
農
業
の
企
業
化
等
」
と
す
る
。
農
業

の
企
業
化
等
が
進
め
ば
、
事
業
拡
大
を

通
じ
て
資
金
調
達
が
必
要
に
な
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
新
た
な
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
の

可
能
性
も
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

政
府
が
今
年
６
月
に
発
表
し
た
最
新

版
の
成
長
戦
略
「
未
来
投
資
戦
略
２
０

わ図表１　担い手の利用面積と全農地に占めるシェア

（注）農地中間管理機構以外によるものを含む
（出所）農林水産省より大和総研作成

JA改革・農政転換で
変わりゆく農業金融

短期集中連載

大和総研金融調査部
主任研究員　中里幸聖

第
１
回　

第
二
次
安
倍
政
権
下
の
農
業
改
革

土
地
の
集
約
・
組
織
化
で

農
業
の
生
産
性
向
上
を
推
進

の
農
地
の
利
用
面
積
は
16

年
度
末
で
約
２
４
１
万
ha

で
、
前
年
度
末
に
比
べ
て

約
６
万
ha
増
え
た
。
こ
れ

は
全
農
地
面
積
の
54
％
を

占
め
て
い
る
。
た
だ
し
、

先
に
述
べ
た
成
長
戦
略
に

お
け
る
23
年
ま
で
に
シ
ェ

ア
８
割
と
い
う
目
標
達
成

に
は
、
農
地
集
約
な
ど
の

さ
ら
な
る
加
速
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。

●
農
業
委
員
会
等
の
見
直

し
と
農
地
集
積
バ
ン
ク

　

農
地
集
積
バ
ン
ク
の
動

向
は
、
農
林
水
産
省
の
公


